
まちのできごとを紹介します。

03 広報たわらもと　2023.7広報たわらもと　2023.7

　道の駅レスティ唐古・鍵にて、春の交通
安全県民運動（5 月 11 日～ 20 日）の取
り組みの一環として、田原本町交通安全
フェアを開催しました。町民の交通安全意
識の高揚を図るため、天理警察署交通課に
よる交通安全教室や北幼稚園の年長、年中
園児によるお遊戯発表を行いました。

田
原
本
町
交
通
安
全
フ
ェ
ア

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す

5/
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D
a
i
g
a
s
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
寄
贈

地
域
の
福
祉
や
教
育
の
た
め

6/
2

　Daigas グループから、子ども用遊具が
寄贈されました。
　これは、同グループが昭和 56 年から

「Daigas グループ“小さな灯”運動」と
して行っている企業ボランティア活動の一
環によるものです。寄贈されたものは、保
健センターで使用します。

▲力を合わせ蛇を担ぐ力を合わせ蛇を担ぐ▲蛇を担ぎ村中を練り歩く蛇を担ぎ村中を練り歩く

〈今里〉 〈鍵〉

▲暴れる蛇に巻かれる暴れる蛇に巻かれる ▲�蛇が後ろへと引っ張られる蛇が後ろへと引っ張られる
　今里では麦わらで作られた蛇を、12 ～ 15 歳の ｢ 頭
持ち ｣ の男の子を先頭に男の大人と子どもたちが担ぎ村
中を巡行。家々を訪れ「おめでとう」とお祝いしました。
途中、蛇は暴れ出し、近くにいた人を巻き込みます。巻
かれると 1 年を無病息災で過ごせるといわれています。

　鍵の蛇の頭の重さは約 250kg にもなり、大人と子ど
もで頭を担ぎながらゆっくりと村中を練り歩きました。
道中「引っ張れ！」の合図で尾を後ろへと引っ張る子ど
もたちに行く手を阻まれつつも、先頭はその力に負けな
いように力強く進みました。

蛇を担ぎ巡り、豊作を祈願
今里の蛇巻き・鍵の蛇巻き

6/
4

尾上尚史さん（同団体GM／写真左）と上岡�新
さん（同団体選手／写真中央）
　奈良ドリーマーズの尾上尚史さんと上岡 
新さんが森町長を表敬訪問されました。同
チームは奈良県に拠点を置く男子バレー
ボールチームで、町とはスポーツを中心と
した地域振興に関する包括連携協定を締結
しています。今回の訪問では町のバレーボー
ル教育の推進などについて話されました。

奈
良
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リ
ー
マ
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ズ
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敬
訪
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ー
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ー
ル
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育
の
推
進
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験

楽
し
く
ダ
ン
ス
を
学
ぶ

5/
20

　青垣すまいるクラブ主催のヒップホップ
ダンス無料体験が、中央体育館で行われま
した。参加した子どもたちは、大塚楓香さ
んの指導のもと、手足の動かし方を学んだ
りリズムを取ったりしながら、ヒップホッ
プダンスに親しんでいました。

入会の申し込みは青垣すまいるクラブ（中央体育
館内／☎33-5882）へ。

広報 たわらもと 令和 5 年
7 月号目次

LINE YouTubeFacebook

町公式
S N S

p.2
p.7
p.16
p.22

p.24

町長メッセージ、まちの話題
お知らせ +
お知らせ
すこやか、生活安全ニュース、消費
生活ニュース、今やろう ! 防災アク
ション
国保中央病院だより、料理、図書館
だより

特集　p.4-6

楽しく元気に そして「健幸」に

広報たわらもと　2023.7広報たわらもと　2023.7 02

今月の表紙

　5 月 24 日、中学硬式野球チーム橿原磯城リ
トルシニアの選手が森町長らを表敬訪問され
ました。これは、アメリカ合衆国で行われる
2023MCYSA 全米選手権大会の代表選手とし
て選ばれたことを報告するためのものです。訪
問された選手に対し、森町長から激励の言葉が
かけられました。

代表選手として選ばれた松本虎太郎さん（写真左）と
馬場井律稀さん（写真右）

町 長 メ ッ セ ー ジ Vol.65

安
心
し
て
日
々
の
生
活
を
過
ご
し
て
い

た
だ
く
た
め
に

森　章浩森　章浩
田原本町長田原本町長

▼
生
活
支
援
を
実
施
し
ま
す

　
物
価
高
騰
へ
の
対
策
と
し
て
、
6
月

議
会
で
議
会
の
ご
承
認
を
得
て
、
給
食

費
や
保
育
料
の
免
除
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援
と
し
て
、

少
し
で
も
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い
実
施

し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。（
詳
細
は
本
紙
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

▼
水
害
へ
の
対
策

　
令
和
5
年
6
月
に
発
生
し
た
台
風
2

号
は
、
近
畿
地
方
へ
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
奈
良
県
中
南
部
に
長

時
間
の
降
雨
が
あ
り
、
多
量
の
雨
水
が

河
川
へ
と
流
れ
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
田
原
本
町
で
も
内
水
被
害
が
心
配

さ
れ
た
た
め
、
事
前
に
準
備
を
し
た
結

果
と
し
て
、
被
害
は
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
大
雨
の
中

活
動
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
大
雨
で
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
駐
車
場
の
地
下
な
ど
に
あ
る
雨
水
貯

留
施
設
が
活
躍
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設

は
、
平
成
29
年
の
台
風
21
号
の
影
響
で

田
原
本
町
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
奈
良
県
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
、

奈
良
県
平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業
の
第

1
号
と
し
て
着
工
し
た
も
の
で
す
。

　
現
地
に
も
見
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
隣
接
す
る
水
路
か
ら
の
雨
水
を

貯
留
施
設
に
入
れ
る
こ
と
で
、
周
辺
へ
の

被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貯

留
機
能
が
想
定
通
り
に
発
揮
さ
れ
、
水
害

対
策
に
取
り
組
ん
だ
成
果
が
見
え
た
こ
と

に
一
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
同
様
の
施
設
を
町
内
6
箇
所

に
設
置
す
る
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

阪
手
に
あ
る
旧
県
水
資
材
置
き
場
も
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
、
こ
ち
ら
も
今
回
の

水
害
対
策
に
活
躍
し
ま
し
た
。
す
べ
て

の
施
設
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
竣
工
で

き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
他
町
内
で
被
害
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
つ
き
ま
し
て
も
対
策
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
命
を
守

る
た
め
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
鋭

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。


